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1  は  じ  め  に

最近,鶏の代謝要求に見合うように栄養素の給与するこ

とにより栄養素及び飼料摂取量を節約する試みが行われて

いる。これまでに午前に低 cP飼料を給与し,午後に通常
飼料を給与すると産卵性や卵質に問題がないこと,ま た,

午後に高カルシウム (ca)飼料を給与すると卵殻質が改
善されることなどが報告されている2ヽ そこで,本試験で
は,こ れらの結果を実証するために,午前と午後に粗蛋自
質 (CP)含量や ca含量の異なる飼料を給与 し,産卵性
や卵質に及ぼす影響を検討し/_。

2試 験 方 法

供試鶏はシェーバーニューライン21,デカルプェクセル

リンクL及びデカルプエクセルリンクTX-30の観 Oo

羽ずつの合計600羽であった。試験区分は表 1に示 した 3

種類の飼料を午前と午後に使い分ける飼料給与区を4区設
定した (表 2)。 すなわち,標準区は CP含量157%,Ca
含量325%の 標準飼料を午前,午後ともに給与 した。高
Ca区は午前標準飼料,午後は Ca含量419%の 高 Ca飼
料を給与した。低 CP区は,午前 CP含量144%の低 CP
飼料,午後標準飼料を給与した。低 CP tt ca区 は午前低
CP飼料,午後高 Ca飼料を給与 した。なお,高 Ca飼料

表 1 供試飼料の栄養成分値

の CP含量及び低 CP飼料の Ca含量は標準飼料と同等と
し,いずれの飼料も代謝エネルギーが2,860kca1/kg前 後
になるよう調整した (表 1)。 なお,本試験における「午

前」は8時30分～14時00分 ,「午後Jは 14時00分～翌日8
時30分の間とした。供試鶏は1997年 6月 4日 に餌付けした

もので,120日 齢に開放式成鶏舎の間口225単飼ケージに

収容した。試験期間は225日 齢から476日 齢までとした。こ

れは,若雌に低 CP飼料を給与することは適当でないこと
及び卵殻質の低下問題は産卵後期にあることなどの理由か

らである。なお,試験開始までは全供試鶏に標準飼料を給
与した。分散分析の結果,鶏種と飼料給与法の間の交互作
用は分析した全形質において有意でなかったので,3鶏種
を一括し飼料給与法ごとの平均値で有意性検定を行った。

3試 験 結 果

0)産卵性及び飼料要求率
産卵率,産卵日量及び飼料要求率は,高 Ca区 ,低 CP
区及び低 CP tt Ca区 が標準区より劣る傾向があった (表
3)。 特に,低 CP区及び低 CP tt Ca区 おける産卵率の
低下量は45～61ポイントと大きいものであった。飼料日

量は標準区の10768に対して高 Ca区,低 CP区 ,低 CP
高 Ca区はいずれも4～46g有意に少なくなった。
0)経済性
卵 l kg生産に要する飼料費は標準区が1452円 と最も安
かった (表 3)。 高 ca区 ,低 CP区及び低 CP tt ca区
の飼料費は,主に生産量の低下によって標準区より54～8
2円高くなった。

13)卵質

高 Ca区の卵殻破壊強度は調査した全日齢で標準区より
高い傾向があった (表 4)。 特に,476日 齢卵殻破壊強度は

3 42kgと なり,標準区に比べ0 21kg有意に改善された。高
Ca区の卵殻厚も標準区に比べ厚い傾向が見られた。また

,

ハウユニットも標準区より高い傾向があった。高 Ca飼料
の午後給与によって卵殻質の改善効果があったと考えられ

る。一方,低 CP区及び低 CP tt Ca区 も標準区に比べ卵
殻破壊強度,卵殻厚及びハウユニットが改善された。これ

らの区は産卵率が低下するとともに,卵重が小さくなった
ため,卵殻質が改善されたと考えられる。

高Ca   15 8   2,851 419     5415
低cP 14 4 2,872  326 5215

高Ca区   標準  高Ca
低CP区   低CP 標準

供試羽数(鶏種当たり)

25羽 ×2反復

2)午前 :8:30～ 14:00
午後 :14:00～翌日8130

供試飼料 粗蛋白質含量 燃エネルギ   Ca  lは 当たり価格
標準  157% 2,860kod//t bi愛レ戸

~覇
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表 2 試験区及び羽数 1)
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表3 産卵性,飼料要求率及び経済性 (225～476日 齢)

高Ca区高Ca区    626
低CP区    596
低CPttCa区   580

392
375

1032。

1036。

279
289

1506
1534

367         1030。           284                     151 7

異符号区間に5%水準有意差

表4 卵質平均値

394
低CP区

昌Ca     59 8
(底CP       60 4
低CPttCa    60 2

342' 0339`b
0342・

558
578

726
723

64

低CPttCa区   383     330     333    347'    0343・      583     737
注 1):448日 齢は夏季における貯卵3日後,476日 齢は秋季における貯卵 2日後に測定
異符号区間に5%水準有意差

224日 280日

625

卵重表 5

区

372          337 320        335'。

7

625
622
629

629
626
628

631 628。

632
636
638

632          63 1'b

635          626。

高Ca区

異符号区間に5%水準有意差

に)卵重
低 CP区及び低 CP tt Ca区 の448日 齢卵重はそれぞれ

628g及び6268で ,標準区647gに 比べ有意に軽かった

(表 5)。 低 CP飼料を全日給与することにより卵重が減少
することは既に報告されている1ヽ 高 Ca区の卵重も標準

区よりやや軽い傾向が見られた。この区は試験前の224日

齢卵重も標準区より軽い傾向があったので,飼料給与法の

効果かどうかは不明である。

4考   察

本試験ではCP含量とCa含量が違う飼料を使い午前と

午後に分けた時間給与を検討した。飼料 CP含量を157%

から144%に半日だけ落すことの影響は深亥Jな ものであっ

た。低 CP区及び低 CP tt Ca区 は標準区に比べ産卵率が

45～61ボイント低下し,産卵末期の卵重が約 2g減少 し
た。したがって,こ れらの飼料の組み合わせによる時間給

与は実用性がないと考えられる。今後,給与時間及び CP
水準の異なる組み合わせについて再検討が必要である。

午前標準飼料を給与し,午後 Ca含量419%の 高 Ca飼料

を給与することによって,産卵全期間に渡って卵殻破壊強

度が改善された。また,ハ ウユニットもやや改善される傾

向があった。これらの結果は既報の結果
2)と一致するもの

であり,夏季や産卵末期に卵殻問題を抱えている養鶏場に

は朗報となろう。ただし,本試験では,産卵日量が低下す

る傾向があった。最適 Ca水準,給与時間についてさらに

検討する必要があろう。なお、高 Ca飼料の給与はカキガ

ラ給与が実際的である。

5 ま  と  め

飼料 CP含量が157%と 144%,飼料 Ca含量が325%
と419%の飼料を午前と午後に時間給与 した場合の産卵性

や卵質に及ぼす影響を検討 したところ,低 CP区及び低
CP tt Ca区 は標準区に比べ産卵率が45～ 61ポ イント低

下し,産卵末期の卵重が約 2g減少した。一方,高 Ca区

は,産卵全期間に渡って卵殻破壊強度が改善され,ハ ウユ

ニットも改善される傾向があった。しかし,産 lll日 量は低

下する傾向があった。
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